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指定テーマ⑤ これからの地域の「人材」を育てるために

高大連携＆学園文化都市を推進し、未来の担う地域人材を育成

「高梁100challenge Creation 2022」

高梁市の学生主体の地域活性プロジェクト創出
ワークショップ＆伴走プログラム

2



メンバー（役員）
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副代表
大西正泰

吉備国際大学
社会科学部経営社会学科講師

一般社団法人ソシオデザイン理事
地域再生コンサルタント

代表 横山弘毅
・高梁市 地域学校連携コーディネーター
・高梁市 GIGAスクールサポーター統括マネージャー
・Happy Collaboration合同会社 代表



団体概要 高梁100Challenge

岡山県高梁市から

「教育×地域」の

100の挑戦を生み出す
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事業で取り組むテーマと地域の課題

● 高梁市の総合計画等では「学園文化都市」を標榜しているが、実際には小中

高大の枠組みを超えた連携プロジェクトや、教員・生徒間の交流も少ない。

● その結果、学園文化といえるものが醸成されず、もったいない環境にある。

● 高校・大学ともに入学者数が減少傾向にある

● 大学進学後及び卒業後の就職先（仕事）がない、新たな事業や仕事を生み

出す動きが少ない
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事業の概要（おおすじ）

● 高梁市内の学生に対し、講演会やワークショップなどの機会を提供する。

● 学生主体の地域活性プロジェクトを創出し、実現に向けたサポートをす

る。（昨年度、スタートしたプロジェクトの継続的なサポート含む）

● 地域課題解決と組織横断するプロジェクト経験を積んでもらうことで、

● 高梁市の将来を担う若い世代の育成を図る。

6



活動の3つの柱
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セミナー＆
ワーク
ショップ

プロジェクト
伴走＆支援

高梁会議

刺激ときっかけ 行動の後押し つながる仕掛け



今日のトピック

① R4年度の活動状況

②成果目標と結果について

③収益化（自己財源）の取り組み
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１．R4年度の活動状況
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R4年度の活動計画と実施状況
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令和４年4月

令和４年5月

令和４年6月

令和４年7月

令和４年8月

令和４年10月

令和5年1月

令和5年2月

令和5年3月

・一次審査

・事業実施計画の詳細策定

・二次審査〜事業採択

・ワークショップ第1回開催（年間で合計20回程度開催）

・プロジェクト開始と伴走サポート開始

・7/2 キックオフイベント＠旧吹屋小 「マイノリティデザインから考える、弱さを活かし合う持続可能な地域」

・7月下旬 「備中高梁会議2022夏」開催

・地域創生を学ぶ２泊3日程度の合宿形式イベント開催 → コロナで中止（ドルトン東京学園来訪予定

（備中高梁ラーニングジャーニー）

・中間報告会

・10月下旬 「備中高梁会議2022秋」開催

・12月下旬 「備中高梁会議2022冬」開催

・成果報告会（2月下旬）

・3月頭 備中高梁会議2023 Final（実践報告会）を開催

→ ①2023春まちづくり編 ②2023春教育編（高梁探究サミット） 開催



全１９回 ワークショップ及びオンラインイベント、
学生企画のイベント等を開催多種多様な企画を開催
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R4年度 活動内容

・6/18 吹屋学びフェスプレ開催 マイクラで吹屋小を再現

・6/20 オンラインセミナー ふたば未来学園中学高校の探究学習に学ぶ！

福島の復興を牽引するリーダーを育てる学びとは？

・6/28 オンラインセミナー 地域を旅して学ぶ新しい大学「さとのば大学」の秘密に迫る！

・7/3 旧吹屋小特別講演会

・7/25 プロに教わる映像制作ワークショップ①

・7/26 プロに教わる映像制作ワークショップ②

・7/27 みんなでごはん 小中高教員＋大学生交流会

・8/7 吹屋小学びフェス① POPを作ろう

・8/7 吹屋小学びフェス② 吹屋新聞を作ろう

・8/23 プロに教わる映像制作ワークショップ③V-log編

・8/24 プロに教わる映像制作ワークショップ④V-log編

・8/27 吹屋小学びフェス③ マイクラで吹屋小を再現

・9/4「備中高梁会議2022夏」を開催

・9/8 フィンランド教育留学からお帰りなさいトークLIVE（ZOOM）

・9/9 ボードゲーム交流会（吉備国学生主催）

・9/18 オンラインセミナー インド視察報告会！

世界一発展するインドのリアル〜教育＆TECH 最前線！

・10/19 みんなでごはん＆留学報告会 開催

・11/29 【地域×大学生ゲストトーク会】地域に巻き込まれて“体験の

わらしべ長者”になる！（長野県塩尻市の事例）

・11/8 長崎県東彼杵町・人口減の町にわずか5年で約20店舗が

開業した秘訣＠栄町商店街エスカ

・11/19  松山高校生徒 古民家アート展、古民家コーヒー

・12/7  広報PR勉強会 @栄町商店街エスカ

・12/10 ボードゲーム塾 @栄町商店街エスカ（吉備国学生主催）

・12/18 「備中高梁会議2022冬」を開催

・1/21 鳥取のイベント＆プロモーションの先駆者に学ぶ

地域"トガリ化"極意（吉備国際大1年生企画）

・3/19 備中高梁会議2023春 まちづくり編 開催予定

・3/21 高梁教育サミット（備中高梁会議2023春教育編）開催予定
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7月キックオフ特別イベント＠旧吹屋小学校

古くて新しい学びの聖地「旧吹屋小学校」で、

持続可能なこれからの資本主義と、

「違いと弱さ」を生かしあえる社会のあり方を考える
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旧吹屋小学校リニューアル記念 特別講演会企画

テーマ：持続可能な新しい社会、誰もが幸せに暮らせる「違いと弱さ」を活かすまちづくり

• 開催日時（候補）：2022年7月2日（土）夜

• 場所：旧吹屋小学校 大講堂

• 講演ゲスト：

①澤田智弘さん

『マイノリティデザイン』著者、東京パラ2022閉会式 企画・コンセプト担当

②新井和宏さん

『新しいお金の教科書』『持続可能な資本主義』等著者

③黒岩功さん

フレンチのプロと障がい者のコラボ「京都ル・クロ ラボ」オーナー

日本最古の現役木造校舎だった旧吹屋小学校。
改修を終え、新しい学びと地域持続のシンボルとなった旧吹屋小学校。

持続可能な新しい社会や地域のあり方をどう実現していくか。
違いや弱さを生かしあい、誰もが幸せに暮らせるまちをどうつくるか。

健幸都市たかはし、を実現するための新しい時代のヒントを、
旧吹屋小学校で学びます。
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①新井和宏（あらいかずひろ）さん

新しいお金のあり方と共感資本主義を提唱、「プロフェッショナルの流儀」出演

株式会社eumo代表取締役。1968年生まれ。東京理科大学工学

部卒。1992年に住友信託銀行(現・三井住友信託銀行)、2000年

にバークレイズ・グローバル・イノベスターズ(現・ブラックロック・

ジャパン)に入社。

大病とリーマンショックをきっかけに、2008年、鎌倉投信株式会社

を創業。投資信託「結い2101」の運用責任者として活躍。経済的

な指標だけではなく、社会性も重視し投資先を選定しながら、2013

年には格付投資情報センター(R&I)でも最優秀ファンド賞(投資信

託国内株式部門)を獲得。

10年目の節目となる2018年8月、鎌倉投信の退社を発表。同年9

月、社会を豊かにする非上場のベンチャーに対して資金と人財育

成の両面でサポートする株式会社eumo(ユーモ)を新たに設立

2021年秋より
北海道ニセコ町に移住
地方創生にも携わる
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②澤田 智洋 （さわだ ともひろ）さん

コピーライター / 世界ゆるスポーツ協会代表理事

東京パラリンピック2020 閉会式 企画＆コンセプト担当

1981年生まれ。言葉とスポーツと福祉が専門。幼少期をパリ、

シカゴ、ロンドンで過ごした後、17歳で帰国。2004年、広告代理

店入社。アミューズメントメディア総合学院、映画「ダークナイト・

ライジング」、高知県などのコピーを手掛ける。

2015年にだれもが楽しめる新しいスポーツを開発する「世界ゆ

るスポーツ協会」を設立。これまで80以上の新しいスポーツを開

発し、10万人以上が体験。また、一般社団法人障害攻略課理事

として、ひとりを起点に服を開発する「041 FASHION」、ボディ

シェアリングロボット「NIN_NIN」など、福祉領域におけるビジネ

スを推進。著書に『ガチガチの世界をゆるめる』（百万年書房）が

ある。
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③黒岩 功（くろいわいさお）さん

プロのフレンチ料理人が障害者を雇用する「京都ショコラボ」オーナー

鹿児島県出身。辻調理師専門学校を1986年に卒業後、全国司厨士協会の調理

師派遣メンバーとしてスイスへ。その後、フランスに渡り、二つ星の『ジラール・ベッ

ソン』、三つ星の『タイユヴァン』、『ラ・コート・サンジャック』で修業を重ねる。帰国後

は大阪や京都の有名料理店でスー・シェフ、料理長を務めたのち、2000年に独立。

フレンチレストラン『ル・クロ』をはじめ、大阪市に3店を展開し、‘12年にはパリにも

出店。‘14年には、兵庫県丹波市に校舎を改装した『ル・クロ丹波邸』をオープン。

障がい者の雇用の場の創出と賃金の改善の為にショコラ工房「CHOCOLABO 

[ショコラボ] 」(現ル・クロ ラボ)を京都でオープン。少しくらい不揃いでも、出来上

がったショコラのひとつひとつにみんなの真心がこもっています。

それぞれが違っていい、そんな何か違う人たちが一緒になって幸せになれる社会

をつくりだそうとしている。
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ワークショップ＆セミナー
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高梁PR動画制作ワークショップ





長崎県東彼杵町
5年で２０店舗開業 地域再生事例を学ぶ

（講師：森 一俊さん）
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広報PR手法の勉強会＠栄町商店街旧エスカ
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長崎県東彼杵町
5年で２０店舗開業 地域再生事例を学ぶ

（講師：森 一俊さん）
＠栄町商店街旧エスカ
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長崎県東彼杵町 5年で２０店舗開業 事例を学ぶ
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プロジェクト伴走
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夏休み吹屋で学びイベント開催（吉備国大生企画）

















高梁市街地
立体観光マップ
作成プロジェクト

吉備国際大学 社会科学部 経営社会学科





マイクラで遠隔交流
高梁中と三重県亀山中

feat 吉備国際大マイクラチーム

















マイクラで日本遺産
旧吹屋小学校を再現しよう！



日本遺産・旧吹屋小学校を
マイクラで再現しよう！



吉備国マイクラチーム×高梁中×地元小学生





















吉備国大の学生がゼロから企画
チラシ・HP制作、集客、商店街との調整、当日運営まで実施



地域の小中学生が10名ほど参加、賑わいを創出



山陽新聞にも掲載



第2弾を企画・開催！
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結果は・・・



古民家イラスト展示会
松山高校の生徒有志が企画開催
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みんなでごはん 留学生や地域の人と交流
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吉備国大の1年生がゼロから企画
HP制作、集客、講師と交渉、当日運営まで実施
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吉備国大の1年生がゼロから企画
チラシ・HP制作、集客、講師と交渉、当日運営まで実施
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マイクラを使った防災イベントの開催＠高梁市図書館
高梁中学校×吉備国際大マイクラチーム×高梁市防災課
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岡山さとまちフェスタへ出店 高梁高校社会問題研究部
→高梁の特産品の廃棄を使いSDGs石鹸を商品化、販売

68



備中高梁会議
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備中高梁会議 R4年度

複数回開催（半日開催程度）

9月 備中高梁会議2022夏

12月 備中高梁会議２０２２冬

3月 備中高梁会議２０２３春

①まちづくり編

②教育編（高梁探究サミット）
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備中高梁会議2022冬
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吉備国大1年生が実行委員

企画〜当日運営・司会進行
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備中高梁会議2023春
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①まちづくり編 ②教育編
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２．成果目標の達成について
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成果目標
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指標 現状の数値 事業実施後の目標数値
高梁市の高校生・大学生主体の地
域活性プロジェクトの件数（授業以
外での取り組み）

昨年度
11件 25件

高梁高校
（一般入試） 倍率

普通科0.79倍
家政科0.65倍

昨年対比110%

高梁城南高校
（一般入試）倍率

電気科1.00倍
デザイン科1.22倍
環境科学科1.20倍

昨年対比110%



①市内の地域人材と学校の連携増加

「備中高梁会議」の開催により、参加者同士の新たなつながりが

生まれ、学校間連携や地域人材との連携が増加した。

・高梁中の「総合的な学習の時間（高梁未来学）」

・高梁城南高校の「総合的な探究の時間（高梁学）」

例：トマト農家（しらいし農園）、ぶどう農家（赤迫農園）

例：高梁中×吉備国際大マイクラ立体高梁マップ
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②市内高校生の市内就職

①をきっかけに、市内高校生が将来的な就農を視野に市内企業（事

業所）に就職。これまで知らなかった魅力的な地域人材に出会うこと

で、市内への定着推進につながる事例となった。
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③市民（学生）による広報PRの活発化

•夏に開催した映像制作ワークショプ参加者から「たかはしPR動画

CMコンテスト」で入賞者が多数（最優秀賞、特別賞）

• YouTube再生回数合計2000回以上（2週間程度で）

•応募作品数３２点 に対し、内訳が小学生１点、中学生３点、高校生１

４点、大学生５点と学生の応募が多数を占め（映像ワークショップの

受講者も多数含む）、若い世代の地元PR活動が活発化した。
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ワークショップ受講者が多数受賞

https://youtu.be/YfXYRnGZhUwhttps://youtu.be/8s6da5pmmv8

https://youtu.be/61f3Hf-jNz0

https://youtu.be/YfXYRnGZhUw
https://youtu.be/8s6da5pmmv8
https://youtu.be/61f3Hf-jNz0


④市内県立高校の応募者数増加

• 本事業だけが要因ではないが、高校の地域と連携した活発な活動によるメディア露出

や魅力発信により、少子化が加速する中で、県立高校2校とも応募者数や志願倍率増

という結果に。

• 昨年対比で市内中学３年生が約マイナス30名と減少している状況で、大健闘の状況と

なっている。

＊高梁高校：志願倍率 普通科 R4 0.79倍→R5 0.91倍

＊高梁城南高校：R4入学者115名→R5出願者数117名
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⑤Uターンの増加

•高梁出身の20〜30代の方が、SNS等で発信する本事業の活動を

目にしたことがきっかけでUターンする事例が生まれている。

• これからUターンを考えたい、という連絡も受けている。

• リタイア後に高梁にUターンしてきて活動を始めた方から、

協働・コラボの依頼が来ている。
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３．収益化
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収益化（収入計画）
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科目 内訳 金額（円） 積算根拠

補助金 市民提案型まちづくり支援
事業補助金

500,000円

会費 団体メンバー会費 46,000円

売上 イベント開催 参加費売
上

120,000円 売上3万円×4回

収入合計 666,000円 （支出合計と一致）

1．収入の部 単位：円

実績 123,653円



最後に 今後の展望
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今後の課題や展望

•市内高校生、大学生の参加をさらに増やし、活動を活性化する

•自主財源の確保、活動費を賄うためのモデルの確立

•活動をUIターンや市内就職・定住につなげていく流れの確立

99


